
ボリューム付低電圧オーディオアンプ（HT82V739） 

１ 動作説明 

携帯型オーディオ機器（MP3プレイヤーなど）の音声をスピーカで聴けるステレオオーディオ

アンプを作りましょう。HT82V739というICは、スピーカと電源（単３電池２本から４本）、コン

デンサをICにつなぐだけでパワーアンプとして動作します。あまり大きな音は出ませんが、静か

な部屋で聴くには十分な音量です。 

 

２ 部品の形と役割 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 部品の位置と向き 

 

   

 

 

電池スナップ 
（役割）電池ボックス接続用 

電池ボックス 
（役割）回路の

エネルギー源 

IC ソケット ８ピン用  2 個 
（役割）IC を差し込んで基板と接続します。 

電解コンデンサ (47μF 2 個) 
（役割）電気を蓄えます 

    

    

積層セラミックコンデンサ (1μF 105) 4 個 
（役割）抵抗と組んで発振を抑えたり、ICを安定させたり、

直流をカットしたりします。 

スイッチ 
（役割）電源を入り切りします。 

パワーアンプ IC  HT82V739  2 個 
(役割)信号を増幅し、スピーカを鳴らします。

GND 

R(赤) 

L(白) 

φ3.5mmステレオミニプラグ 
（役割）オーディオプレイヤーのヘッドフォン端子に接続

105 

φ5mm程度の被覆電線 

    

    

部品面から 

見た図 

スピーカ（８Ω 2 個） 
（役割）電気信号を音にかえます。 

２連ボリューム 
（役割）音量を調整します。 
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基板銅箔面から見た図 

 

４ 回路図 

 

 
 

 

５ その他 

※ ステレオミニプラグの配線は、テスタなどで端子の接続を確かめながら組み立てましょう。 

※ ２連ボリュームのかわりに普通のボリューム２個でも動作します。 

※ 47μFの電解コンデンサを省略しても、たいていの場合、音が鳴ります。 

※ スピーカは、適当なケースに固定すると音がよく響きます。 

 

 


